
□進捗評価シート（様式１）

①組織体制（様式１－１）
1 計画推進に向けた庁内の連携体制 1

　
②重点区域における良好な景観を形成する施策（様式１－２）

1 景観形成助成金の交付 2
2 景観計画の活用 3

③歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項（様式１－３）
1 4
2 5
3 6
4 7
5 8
6 9
7 10
8 11
9 12

10 13

④文化財の保存又は活用に関する事項（様式１－４）
1 文化財の保存・防災・防犯 14
2 文化財の普及・啓発 15
3 重点区域における伝統的建造物群保存 16

地区制度の導入に向けた取組み

⑤効果・影響等に関する報道（様式１－５）
1 織田宗家７代の墓守る「御霊屋」完成 17～21

　ほか

⑥その他（様式１－６）
1 22

・・・・・・・・・・・・・・・・・

施設整備後の活用と歴史文化啓発に ・・・・・・・・・・・・・・・・・
関する事業

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・
歴史的まちなみ調査事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・楽山園周辺道路美装化整備事業
織田公公園内林内整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・

令和２年度進行管理・評価シート

甘楽町歴史的風致維持向上計画（平成２２年３月３０日認定）

（第２期 令和２年３月３１日認定）

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

楽山園内照明施設整備事業

桜並木保存整備事業

案内板・情報板等整備事業
無電柱化事業
雄川堰整備事業

地域コミュニティ組織づくり事業
歴史まちづくり講習会事業



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

建設課、産業課、企画課及び社会教育課からなる甘楽町歴史的風致維持向上計画策定委員会・専門部会及び庁内各部署
からの意見聴取により事業の進捗管理・評価について協議を行った。

甘楽町歴史的風致維持向上計画推進会議及び同計画推進プロジェクトチーム、各事業者との連携を図りながら
適切に計画を推進する。計画掲載事業の進捗状況の確認、評価を行い、定期的な報告、意見の聴取等を実施
し、実効性を高めるとともに、必要に応じた計画変更を行う。

計画推進に向けた庁内の連携体制

項目

今後も各部署との連携・調整、庁内横断的な意見聴取による体制強化を図っていく。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況　※計画年次との対応

組織体制（Ｈ３１．４）

【企画課】

企画調整係：３名

【建設課】

まちづくり推進室：１名

都市計画係：３名

建設係：３名

【産業課】

商工観光係：４名

【社会教育課】

文化財保護係：３名

【その他部局】

行政、財政担当ほか

組織体制（Ｒ２．４）

【企画課】

企画調整係：３名

【建設課】

都市計画係：４名

建設係：３名

【産業課】

商工観光係：４名

【社会教育課】

文化財保護係：３名

【その他部局】

行政、財政担当ほか

甘楽町－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観形成助成金の交付

当町では平成元年９月に「甘楽町ふるさと景観をまもり、そだて、つくる条例」を制定し、歴史と伝統の特色を活
かした景観保存を住民とともに推進してきた。平成２９年度からは、「甘楽町景観条例」に基づき、取り組みを推
進している。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「甘楽町景観条例」の規定によるふるさと景観の形成のための事業に対して、助成を行った。
令和２年度　申請件数２件、助成額363,333円

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

■勘定奉行役宅髙橋家庭園

勘定奉行役宅髙橋家の庭園を通年で観光客に

無料開放を行い、中小路に面した歴史的建造物

や庭園等の景観維持を図った。

■山田家の喰い違い郭

大奥の庭園及び喰い違い郭を通年で観光客に

無料開放ｌを行い、中小路及び御殿前通りに面

した歴史的遺構や庭園等の景観維持を図った。
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進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-2
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観計画の活用

当町は、平成元年９月に「甘楽町ふるさと景観をまもり、そだて、つくる条例」を制定し、都市景観の形成に努め
てきた。また、平成２２年９月に景観行政団体に移行し、平成２３年３月には景観法に基づく景観計画を策定し、
歴史的風致の維持及び向上に資する施策を講じている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

本町の景観に大きな影響を及ぼすと考えられる、一定規模以上の建築行為等を行う場合に、行為の着手前に計画内容に
関する届出を行ってもらい、景観計画で定める「景観形成基準」に適合しているかどうかの審査を行っている。
令和２年度　届出件数　　５件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

■甘楽町景観計画 景観形成基準
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

楽山園内照明施設整備事業

評価軸③-１

項目

令和２年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

夜間イベントの充実や、夜間開園等を検討していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

園内各所にLEDスポットライト等を２０台設置した。
設置後、夜間イベントを行い、多くの方に来場いただき、普段と違った魅力を発信することができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

社会資本整備総合交付金（R2～R6：都市再生整備計画事業）

　楽山園は、江戸初期の池泉回遊式様式の庭園で、城下町小幡の中核を形成している。楽山園内に照明施設
を整備することにより、夜間イベントの充実が図られ、見学を目的とした来訪者と住民との交流の場が創出され
る。

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

状況を示す写真や資料等

■昼間 ■夜間

■昼間 ■夜間
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和元年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-２
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的まちなみ調査事業

平成２６年度～令和６年度

町単独事業

　甘楽町の雄川堰沿いの養蚕農家群を中心にまちなみの調査を行うことにより、町の歴史的なまちなみ保存が
図られ、町の歴史的風致の維持及び向上に寄与することができる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和元年度、甘楽町歴史的風致維持向上計画（第２期）を作成するにあたり、重点地区内の調査・聞き取りを行ったため、
令和２年度については、実施していない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致の維持・向上のため、今後も必要に応じ調査を行っていく。

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（関連社会資本整備事業）

　当該道路は、当町の歴史的風致の拠点となる楽山園へのアクセス路となり、歴史的建造物が存在するまちな
みのなかを通っている。
　道路の美装化を行うことにより景観性や回遊性が高まり歴史的資源を繋ぐネットワークの向上が図られる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和２年度は、楽山園へ伸びる御殿前通りから県指定史跡の松浦氏屋敷へ続く道路の美装化を行い、景観性及び回遊性
の向上に繋がった。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

残りの路線についても、美装化を進めていく。

評価軸③-３

状況を示す写真や資料等

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

楽山園周辺道路美装化整備事業

令和２年度～令和３年度

■整備前の状況（松浦氏屋敷前） ■整備後の状況（松浦氏屋敷前）

■整備後の状況（松浦氏屋敷方面入口）■整備前の状況（松浦氏屋敷方面入口）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）

　織田氏七代の墓は、城下町小幡の歴史やまちの成り立ちを知るうえで重要な場所であり、１期計画においては
当該エリアを「織田公公園」として公園整備を実施した。２期計画においては、整備された織田公公園内の林内
整備を実施することにより、良好な景観形成が図られる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

織田公公園内の林内を整備したことで良好な景観形成が図られた。
令和２年度　竹林伐採　A=2,240㎡
　　　　　　　　法面整備　A=857.2㎡

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-４
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

織田公公園内林内整備事業

令和２年度～令和３年度

■整備前の状況

■整備後の状況
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

織田公公園内に案内板、情報板・説明板を、楽山園周辺道路に案内サインをそれぞれ設置した。
案内板　　　　１基　　　　　　情報板・説明板　　　６基
藩主名板　　 ７枚　　　　　　案内サイン　 　　　　４箇所

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-５
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

案内板・情報板等整備事業

平成２５年度～令和６年度

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業・街なみ環境整備事業）

　歴史的建造物の周辺等、重点区域の主要な地点に案内板や情報板を設置することにより、住民や来訪者が
建造物への理解を深めることができるとともに、散策ルートの設定等と併せ、歴史的風致の拠点を巡る回遊性
の高いネットワークの形成が図られる。このことにより多くの人が甘楽町の歴史的風致に対する認識を深め、歴
史的風致の維持向上に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■楽山園周辺道路案内サイン

■織田公公園内情報板（山並み）

■織田公公園入口看板

■織田公公園内情報板（歴代藩主妻子の墓）

甘楽町－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

無電柱化事業

平成３１年度～令和６年度

防災・安全交付金

　小幡上町・下町沿いの県道下高尾小幡線の電線類を地中化することにより、歴史的まちなみを残している雄川
堰沿いの景観を保全し、往来する人々の回遊性が図られる。また、災害時における電柱倒壊の恐れがなくなる
など、防災面でも有効な事業となる。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

隣接する県道と併せて事業を進める方針のため、富岡土木事務所と協議を行っている段階である。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

地元関係者の理解と協力が不可欠であるため、住民との協議も併せて進めていく。

評価軸③-６
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　令和元年度に続き、重点区域内の雄川堰の進入路橋及び木柵の修繕を行い、景観の維持に努めた。
　概算総事業費　２０７百万円
　令和２年度までの事業費　１８１百万円（令和２年度事業費　２０百万円）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-７
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

雄川堰整備事業

平成２５年度～令和３年度

農山漁村地域整備交付金（地域用水環境整備事業）（大堰）
小規模農村整備事業（小堰）

　小幡のまちに網目状に張り巡らされている雄川堰（大堰及び小堰）は、小幡地区の歴史的風致の中核をなすも
のであるが、調査を行った結果、洗い場などで石積みが崩れている箇所が複数確認された。１期計画より引き続
き、補修が必要な箇所の石積みの整備工事を行うことで、雄川堰の保存・活用が推進される。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

■事業着手前 ■整備後

■事業着手前 ■整備後
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　枝の選定、消毒作業を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　桜並木は雄川堰沿いに５００ｍにわたり昭和４０年ごろに植栽され、現在樹齢６０年程を迎えている。県内でも
有数の桜の名所となっており、町の観光のシンボルとなっている。これまで適正な維持管理ができておらず、害
虫や菌類に侵食されている木もあり、朽ちる恐れがあるため、保存整備が急務となっており、保存整備により今
後の景観形成の維持及び向上が図られる。

項目

町単独事業

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

桜並木保存整備事業

令和２年度～令和６年度

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-８
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

状況を示す写真や資料等
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
□実施中
■未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸③-９
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

地域コミュニティ組織づくり事業

平成２３年度～令和１１年度

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（平成２３年度～平成２６年度）、
町単独事業（平成２７年度～令和１１年度）

　小幡地域において、行事やイベントなどの実行委員会を組織する中核的な地域コミュニティ組織を育成、向上
のためのワークショップ等を開催していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和２年度については、新型コロナウイルス感染症の影響もあり実施していない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

開催方法や検討内容等について、協議が必要。
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

評価軸③-１０
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史まちづくり講習会事業

平成２２年度～令和１１年度

社会資本整備総合交付金（都市再生整備計画事業）（平成２３年度～平成２６年度）、
町単独事業（平成２７年度～令和１１年度）

住民を対象に町の文化財及び歴史等について講習会等を開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

甘楽町の文化や歴史について学ぶ「町民文化講座」を開催した。
第一講座　令和３年１月２８日（木）　　参加者１２名
第二講座　令和３年２月２５日（木）　　参加者１２名
第三講座　令和３年３月１８日（木）　　参加者１１名

進捗状況　※計画年次との対応

■第一回講座の様子
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

文化財は、当町の歴史や文化を正しく理解するために必要なものであるとともに、地域の歴史や文化を発信す
るための貴重な資源である。このため、文化財を適切に保存しつつ、活用を図ることは重要なことであるため、
積極的に推進する。
甘楽町防災計画や総合計画を基本に、防災・防犯体制を整えるものとする。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「国指定名勝楽山園消防計画」を策定（平成２６年６月５日）したほか、消防団による文化財周辺の水利確認や夜間の警戒
巡視による予防消防に努めると共に、有事の際に備えた地域防災訓練を町内で実施している。文化財近隣においては、自
治会住民による消防援助隊も組織されており、地域全体で文化財を保存していく活動により住民意識の向上が図られた。
その他、町では（毎年）１月２６日の文化財防火デーに合わせて、文化財に関わる職員の防火訓練を実施し、防災意識の向
上を図っている。また、地域で保管管理する重要無形民俗文化財の修繕、新調などの支援により、文化財の保護・継承にも
成果を上げた。
文化財を保管している主要施設については警備会社により厳重に管理し、職員との緊急の連絡体制も築いている。また、職
員による定期的な見回りを実施し、文化財やその周辺状況を確認するとともに、所有者へも管理に対する注意喚起を行い、
防犯意識の向上が図られた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

状況を示す写真や資料等

項目

なし

文化財の保存・防災・防犯

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

■消火訓練 （令和３年１月２５日） ／名勝楽山園にて

消火器具の使用方法講習を受け、訓練に当たる施設職

員

■町指定重要有形民俗文化財修繕 （令和２年１２月）

「小幡八幡宮の屋台・飾り人形及び屋台ばやし」
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

なし

文化財の保存又は活用に関する事項

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財の普及・啓発

評価軸④-2

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

進捗状況　※計画年次との対応

地域の財産である文化財を住民とともに守り継承するため住民ボランティアを募集し、研修を通じて啓発に努めた。また、町
指定文化財に理解を深めてもらうため名勝楽山園の夜間特別公開などを実施した。文化財の活用については、文化財ボラ
ンティア組織等と協力して新たに夜間ライトアップを実施し、文化財の多角的な公開を進めるなど積極的な利活用を図った。
さらに、日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」を活用した普及啓発事業として、座繰り体験・繭クラフト作り体験を開催
し、町内小学校へも出前講座を行い、町の歴史や文化に触れられる機会づくりを進めている。

現在、ほとんどの指定文化財には、広く文化財に対する理解を得るため説明板を設置している。また、『甘楽町
の文化財』などの啓発的な冊子を頒布して住民への周知を図っている。一般公開されていない指定文化財は、
所有者と協議し、期間限定で公開するなどの従来行っていなかった方法を模索し活用を進めている。

■「座繰り体験・繭クラフト作り体験」出前講座

日本遺産「かかあ天下－ぐんまの絹物語－」を活用

した普及啓発事業として、町内小学校で開催

令和３年１月２２日、２月１６日、１８日
参加者 ７２人

■名勝楽山園 「御殿のお月見会」

文化財理解を深めるため、夜間特別公開

（新型コロナウイルス感染症対策のため、規

模を

縮小して開催）

令和２年１０月１日 入場者数 ２６９人

■名勝楽山園 「春のライトアップ」

文化財ボランティア組織等と協力し、新たに夜間ラ

イトアップを実施

令和３年３月２６日、２７日 入場者数 ４６６人
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和２年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

当初調査からの時間経過も考慮しながら、まち並み、建物の現地再調査などを行う必要
があり、関係機関の指導のもと住民が主体となった体制を構築したうえで推進していか
なければならない。地元代表者との打合せ、協議を行ったが、時間と慎重を要する面が
あり、当該地区における無電柱化や広告類などの景観整備、中央を北流する雄川堰の
石積みや架橋の保存改修整備などを含め、地域住民との対話を基調として取り組んで
いく。

項目

重点区域における伝統的建造物群保存地区制度の導入に向けた取組み

小幡・町屋地区の伝統的建造物が連なるところについては、早急に伝統的建造物群調査を行い、作成される保
存計画に基づき、各種事業を導入し、計画的に保存を進めるものとする。同時に町独自の補助制度等を制定
し、必要な支援を行う。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

重点区域内においては、若い世代でも町屋地区の景観を形成する養蚕農家を修繕して残していきたい考えをもっており、ご
く小規模な修繕であるが、景観に配慮した修復を自費で行った事例も見受けられた。

評価軸④-3

進捗状況　※計画年次との対応

文化財の保存又は活用に関する事項

甘楽町－16



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和２年度

R2.10.2

甘楽町小幡

光に浮かぶ楽山園

R3.3.28

R3.3.27

上毛新聞

上毛新聞

ウメ　生命力あふれる　楽山園

上毛新聞

報道等タイトル 掲載紙等

効果・影響等に関する報道
評価軸⑤-1

上毛新聞

上毛新聞織田宗家７代の墓守る「御霊屋」完成 R2.9.15

R3.2.24 上毛新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

文化財の保存と活用、歴史まちづくり事業のアナウンスに関しては、報道による周知が効果的であるため積極的に情報発
信した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

積極的に情報発信したことにより、報道等で取り上げられ歴史的風致に興味を持つ来訪
者が増えた。今後は、観光案内ボランティア等の受け入れ態勢の強化・資質の向上を図
るとともに必要に応じて研修会等を行う必要がある。

上毛新聞

庭園の水氷結　冬の静けさ　楽山園 R3.2.5 上毛新聞

織田の庭園　闇夜の顔

七つの寺院や歴史名所巡り　２コースのマップ作成

秋告げる名月　優雅に

R2.11.18

西毛の水利施設知って　県が「かんがい遺産カード」 R3.2.3 上毛新聞

R3.3.14

年月日

国指定名勝で中秋の名月を愛でる R2.9.25 朝日ぐんま

第９回　御殿のお月見会 R2.9.25 タウンぐんま

織田氏の庭園・楽山園と武家屋敷地区 R3.2.19 タウンぐんま

甘楽の雛祭り R3.3.12 タウンぐんま

光で染まる大名庭園 R3.3.26 朝日ぐんま

■ 令和２年９月１５日 上毛新聞

■ 令和２年９月２５日 朝日ぐんま
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評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

状況を示す写真や資料等

■ 令和２年１１月１８日 上毛新聞

■ 令和２年１０月２日 上毛新聞

■ 令和３年２月３日 上毛新聞

■ 令和２年９月２５日 タウンぐんま掲載
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評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

状況を示す写真や資料等

■ 令和２年２月５日 上毛新聞

■ 令和３年２月１９日 タウンぐんま掲載
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評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

状況を示す写真や資料等

■ 令和３年２月２４日 上毛新聞

■ 令和３年３月２８日 上毛新聞

■ 令和３年３月１２日 タウンぐんま掲載

■ 令和３年３月１４日 上毛新聞

■ 令和３年３月２６日 朝日ぐんま掲載
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評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

状況を示す写真や資料等

■ 令和３年３月２７日 上毛新聞掲載

■ 令和３年３月２８日 上毛新聞
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和２年度

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

■計画の進捗に影響あり
□計画の進捗に影響なし

観光キャンペーンや各イベント実施にあたっては、住民や来訪者の声を反映させたもの
としていく必要があり、意見徴収を継続して行っていく必要がある。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

歴史的形成建造物をはじめとする施設整備・活用と「キラッとかんら観光キャンペーン」をはじめとする歴史・文化を基調とし
たイベント開催で来訪者数・施設利用者数も増加しており、甘楽町の魅力発信による認知度向上に寄与している。また、施
設管理やイベントの実施における、ボランティア等の協力者数が増加している。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

その他

項目

評価軸⑥-1

施設整備後の活用と歴史文化啓発に関する事業

■雛人形展（令和３年２月２７日～４月１１日）

■「楽山園友の会」(H24.7結成）ボランティア清掃■昭和中期の町並み写真展

（歴史的風致形成建造物「有賀茶店蔵」）
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